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１．研究背景 日本の酒類業界推移 

▲日本における酒類業界推移  
 は例年減少傾向が進んでいる 

 図１から酒類業界が長期的
な減少傾向にあることがわか
る 

 そこで、酒類のなかで一番
ポピュラーなビールについて
分析を行い研究を進めること
にした 
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２．ビール業界の現状分析 
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ビール業界の現状  ２．ビール業界分析 

図2 ビール消費者推移 

▲ビールの消費者推移も酒類 
 業界同様に減少傾向にある 
 
 
 
＊図２はビール+発泡酒+新ジャンル 
 全て含まれている 
 

＊アサヒ、キリン、サントリー 
 サッポロ、オリオン五社の 
 合計値を使用した図 

 
 



３．研究目的 

◎ビール市場の現状分析から長期的に減少傾向にある 

 

 

 

◎ビール離れの要因について、実際のデータと 

 ビール業界の現状分析で立てた仮説との相関関係 

 について調べビール離れの要因分析を行う。 

 （単回帰分析、相関解析を行って研究する） 
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研究目的 
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４．仮説 

図１酒類業界推移と図2ビール消費者推移から
景気や若者離れ関係しているとわかり 

 
• 仮説１ 
 「景気の変動による要因」 

 
• 仮説２ 
 「若者離れによる要因」 

４仮説 
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仮説１に使用するデータ 
◎キリンビールの種類別売り上げデータ（２００６～２０１１） 
 

◎平均年収（国税庁 民間給与実態統計調査結果２００６～２０１１） 
 
 
 

仮説２に使用するデータ 
◎年齢別ビールへの平均支出（総務省 家庭調査年報） 
◎年代別消費量（統計局） 

◎若者のビール離れ（M1Ｆ１総研） 
 

使用するデータ   ４．仮説 
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相関分析（ビールの年間消費量と平均年収）４．仮説１ 

ビールの年間消費量と平均年 
収の相関分析の結果がでた 

 
 

・相関関係 強い正の相関 
 
・決定係数 ： 0.73 
 
・有意水準 0.014＜0.05 

    合計 平均年収 

合計  相関係数 1 0.858 

  有意確率   0.041 

  度数   14 
平均年
収 

相関係数 0.858 1 

  有意確率 0.014   

  度数 14 14 

表1 ビールの年間消費量と平均年収の相関 
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相関分析(各年代のビール消費)  ４．仮説２ 

各年代のビール消費の相関より 
２０代が一番強い相関関係がでた 
 

決定係数：０.23 
 

有意係数：0.153 
 
 
 
 
 
 

表3 各年代のビール消費の相関 
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単回帰分析     ４．仮説１ 
決定係数：0.73 
仮説１が73％の信頼度 
 
有意係数：0.014 
0.014＜0.05 
→帰無仮説は棄却されない 
 

Ｙ（目的変数）＝ × 平均年収Ｘ（5年分） 

+3．30Ｅ ビールの年間消費量（5年分） 

目的変数：景気との関係の有無 
説明変数：平均年収（5年分）、 
     ビールの年間消費量（5年分） 
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◎仮説1で平均年収の変動によって 
ビールの売り上げに影響を与えている 

５. 分析結果の考察 

◎仮説２では他の年代より20代の方 
ビールの売り上げに与える影響が大きく出た 
そのことからは、仮説２が相関関係あると言える 

仮説１＆２ 
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6．今後の課題 

▲本研究ではビール離れの要因と考えられる事
柄を発見することができたので 
その要因から新たに分析を行っていきたい 
 
 
 
 
▲若者のビール離れについて 

実際にアンケート調査を行いその結果と因
子分析を行い若者に人気がでるようなビー
ルの商品提案をおこなっていきたいと思う 
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